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昨
年
来
、
地
方
分
権
や
人
口

の
減
少
、
高
齢
化
に
耐
え
う
る

行
財
政
基
盤
の
確
立
、
自
立
し

た
行
政
の
実
現
と
い
う
理
念
を

掲
げ
、
求
心
力
の
あ
る
行
政
合

併
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
予
期
せ
ぬ
困

難
に
直
面
し
な
が
ら
も
二
月
に

五
色
町
と
の
法
定
合
併
協
議
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に

と
っ
て
、
理
念
を
共
有
し
得
る

相
手
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
誠
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
合
併
に

つ
い
て
の
協
議
は
緒
に
つ
い
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、
皆
様

の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
二
十

一
世
紀
を
生
き
る
す
べ
て
の
市

民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
新
市
建
設
を
目
指
し

て
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
今
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
シ

ス
テ
ム
は
、
大
き
な
構
造
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
様
々
な

媒
体
を
通
じ
て
発
表
さ
れ
る
経

済
、
財
政
指
標
は
決
し
て
芳
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
中
、
洲
本
市
の
未
来

を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、

今
、
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
「
安

心
」
、
「
再
生
」
、
「
創
造
」
、

「
改
革
」
、
「
循
環
」
の
五
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
求
め
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。�

　
一
つ
目
は
、「
安
心
」
で
き
る�

市
民
生
活
の
提
供
で
す
。
将
来

へ
の
不
安
を
払
拭
し
、
市
民
生

活
安
定
の
礎
と
な
る
力
づ
よ
い

産
業
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
中

小
企
業
融
資
制
度
を
見
直
し
、

本
市
で
事
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
起
業
家
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
拠
点
づ
く

り
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
設
置

補
助
金
を
設
け
、
町
内
会
の
集

会
所
や
障
害
者
小
規
模
作
業
所

な
ど
の
建
設
時
の
負
担
を
軽
減

し
て
い
き
ま
す
。�

　
二
つ
目
に
、
都
市
機
能
の
「
再

生
」
を
図
り
ま
す
。
平
成
六
年

度
に
策
定
し
た
「
新
都
心
整
備

構
想
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

図
書
館
や
健
康
福
祉
館
、
市
民

工
房
な
ど
、
都
市
拠
点
機
能
を

有
す
る
施
設
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
洲
本

市
総
合
文
化
体
育
館
（
仮
称
、

以
下
「
文
化
体
育
館
」）整
備
工

事
に
本
格
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

社
会
活
動
や
健
康
づ
く
り
、
文

化
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
平
成

十
七
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
い
ま
す
。�

　
三
つ
目
と
し
て
、
洲
本
市
の

新
た
な
可
能
性
を
「
創
造
」
す

る
た
め
、
地
域
の
主
要
な
公
共

施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
び
、

大
容
量
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
情

報
基
盤
を
構
築
す
る
事
業
と
し

て
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基

盤
整
備
事
業
の
基
幹
工
事
に
着

手
し
ま
す
。�

　
四
つ
目
に
、
学
校
教
育
の
「
改

革
」
を
図
り
ま
す
。
幼
児
を
対

象
に
し
た
外
国
語
に
親
し
む
取

り
組
み
を
推
進
し
、
国
際
性
を

養
う
と
と
も
に
、
洲
本
市
ら
し

い
教
育
環
境
の
確
立
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。�

　
最
後
に
、「
循
環
」
を
意
識
し

た
環
境
行
動
を
実
践
し
て
い
き

ま
す
。
地
球
的
視
野
に
立
っ
た

総
合
的
な
環
境
対
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
行
政
活
動
か
ら
生

ま
れ
る
環
境
負
荷
の
低
減
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
新
し
尿
処
理

場
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。�

　
以
上
の
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
も
と
に
展
開
す
る
諸
施
策
の

ほ
か
、
道
路
や
上
下
水
道
な
ど

の
都
市
基
盤
整
備
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、
安

全
で
付
加
価
値
の
高
い
農
林
水

産
業
の
振
興
、
高
齢
社
会
に
対

応
し
た
健
康
・
福
祉
の
推
進
な

ど
限
ら
れ
た
財
源
の
一
層
の
効

率
的
、
効
果
的
な
運
用
を
図
り

な
が
ら
、
厳
し
い
現
状
を
打
開

し
、
「
大
阪
湾
に
輝
く
交
流
都

市
　
洲
本
」
の
未
来
を
確
か
な

も
の
と
す
る
た
め
の
施
策
を
着

実
か
つ
重
点
的
に
推
進
し
、
市

民
の
負
託
に
応
え
て
い
き
ま
す
。�

��

す
べ
て
の
市
民
が
誇
り
と

す
べ
て
の
市
民
が
誇
り
と�

愛
着
の
持
て
る
市
に

愛
着
の
持
て
る
市
に�

す
べ
て
の
市
民
が
誇
り
と�

愛
着
の
持
て
る
市
に�

所
信
表
明
の
あ
ら
ま
し

所
信
表
明
の
あ
ら
ま
し�

所
信
表
明
の
あ
ら
ま
し�

三
月
定
例
市
議
会
が
、
三
月
十
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
開
会�

さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
平
成
十
五
年
度
施
政
方
針
に�

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
予
算
に
つ
い
て
は
三
月
号
で
既
報
）
。�
�

が
、キ
ー
ワ
ー
ド�
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◆
新
都
心
ゾ
ー
ン
の
整
備�

　
淡
路
の
新
し
い
玄
関
口
と
し

て
整
備
を
進
め
て
き
た
新
都
心

ゾ
ー
ン
で
、
文
化
体
育
館
の
建

設
工
事
に
着
工
し
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
と
文
化
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
平
成
十
七
年
度
中
の
完
成

予
定
で
す
。�

◆
環
境
整
備�

　
環
境
物
品
な
ど
の
調
達
を
推

し
進
め
る
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
並
び
に
グ
リ
ー
ン
調
達

方
針
に
よ
っ
て
、
循
環
型
社
会

の
実
現
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
新
し
尿
処
理
場
の
整

備
事
業
は
、
平
成
十
四
年
度
に

生
活
環
境
調
査
を
終
え
、
本
年

度
は
早
期
に
工
事
発
注
を
行
い
、

十
六
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し

ま
す
。�

◆
消
防
防
災�

　
近
い
将
来
に
南
海
地
震
の
発

生
が
心
配
さ
れ
る
中
、
自
主
防

災
組
織
の
育
成
、
強
化
に
努
め

ま
す
。
導
入
か
ら
約
六
年
が
経

過
し
て
い
る
災
害
対
応
総
合
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

見
直
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
地
域
住

民
の
避
難
地
と
も
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
を
千
草

地
区
で
整
備
し
ま
す
。�

◆
学
校
教
育
の
充
実�

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
教

育
改
革
の
基
本
理
念
を
受
け
止

め
、
時
代
の
進
展
に
的
確
に
対

応
し
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も

た
ち
の
育
成
に
努
め
ま
す
。�

　
教
科
指
導
で
は
、
新
学
習
シ

ス
テ
ム
を
中
心
に
、
よ
り
一
層

き
め
細
か
な
指
導
方
法
の
工
夫
、

改
善
の
た
め
の
研
究
を
重
ね
、

わ
か
る
授
業
、
楽
し
い
授
業
づ

く
り
を
追
及
し
ま
す
。�

　
幼
児
教
育
で
は
、
今
日
の
社

会
情
勢
や
子
育
て
環
境
、
就
学

前
教
育
の
重
要
性
を
考
え
、
引

き
続
き
洲
本
幼
稚
園
で
三
歳
児

保
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、�

国
際
性
を
養
う
た
め
外
国
語
に

親
し
む
取
り
組
み
を
新
た
に
推

進
し
ま
す
。�

　
施
設
・
設
備
面
で
は
、
大
野

小
学
校
で
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備

し
、
洲
本
第
二
小
学
校
で
耐
震

補
強
工
事
を
し
ま
す
。�

◆
生
涯
学
習
の
充
実�

　
公
民
館
を
は
じ
め
、図
書
館
、

淡
路
文
化
史
料
館
を
生
涯
学
習�

の
活
動
拠
点
と
し
て
、
多
く
の

市
民
が
気
軽
に
活
用
で
き
る
施

設
環
境
の
充
実
に
努
め
、
市
民

の
学
習
活
動
に
対
す
る
支
援
と�

主

要

施

策

の

あ

ら

ま

し

主

要

施

策

の

あ

ら

ま

し

�

主

要

施

策

の

あ

ら

ま

し

�

◆
高
齢
化
社
会
の
対
応�

　
受
益
と
負
担
の
均
衡
を
図
る

た
め
、
本
年
度
か
ら
介
護
保
険

料
の
引
き
上
げ
を
し
ま
す
が
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応

え
た
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
ら
な

い
た
め
に
疾
病
予
防
の
保
健
福

祉
事
業
や
高
齢
者
の
い
き
が
い

づ
く
り
、
共
に
支
え
あ
う
地
域

づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。�

◆
地
域
福
祉
の
推
進�

　
介
護
や
支
援
が
必
要
な
高
齢

者
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
専
門
職

に
よ
る
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民

を
主
体
と
し
た
自
主
的
な
取
り

組
み
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
、
総
合
的
な
支
援
体
制
の
推

進
に
努
め
ま
す
。�

◆
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り�

　
公
共
施
設
や
民
間
施
設
の
区

別
な
く
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
に
や
さ
し
い
施
設
整
備
を
進

め
る
一
方
、
家
庭
内
で
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
支
援
す
る
た
め
、

住
宅
改
修
費
用
の
助
成
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

◆
障
害
者
福
祉
へ
の
対
応�

　
本
年
度
か
ら
障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
が
、
こ
れ

ま
で
の
「
措
置
」
か
ら
障
害
者

自
ら
の
選
択
、契
約
に
よ
る
「
支

援
費
」
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
さ
れ

る
こ
と
に
対
応
し
て
、
各
種
サ

ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
き
め
細
か

く
提
供
し
、
障
害
者
福
祉
の
充

実
に
努
め
ま
す
。�

◆
児
童
福
祉
へ
の
対
応�

　
子
育
て
支
援
や
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
支
援
の
充
実
な
ど
、

地
域
に
お
い
て
児
童
が
安
心
し

て
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境

の
推
進
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
充
実
に
務
め
ま
す
。�

◆
健
康
づ
く
り
へ
の
推
進�

　
健
康
へ
の
関
心
が
増
す
中
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
も
高
度
化
、
多
様
化
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、「
健
康
日
本
２１
」
の
地

方
版
「
健
康
す
も
と
２１
」
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
休
日
等
応
急
診
療
所
で
は
、

市
内
の
医
療
機
関
が
休
診
と
な

る
時
間
帯
で
午
後
十
時
ま
で
診

療
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
一

次
救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
努

め
ま
す
。�

◆
国
民
健
康
保
険
事
業�

　
国
民
健
康
保
険
税
を
長
期
間
、

特
別
な
理
由
も
な
く
滞
納
し
て

い
る
被
保
険
者
に
対
し
て
、
短

期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
て
納

付
相
談
を
行
い
、
納
付
相
談
に

応
じ
な
い
場
合
は
資
格
証
明
書

を
発
行
す
る
な
ど
し
て
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
間
に
お

け
る
負
担
の
公
平
を
図
り
な
が

ら
収
納
率
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
赤
字
解
消
に
向
け
、
医�

療
費
の
適
正
化
や
保
健
事
業
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
総
合
的

な
国
保
財
政
の
健
全
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。�

���

健
や
か
で
い
き
が
い
の
あ
る

健
や
か
で
い
き
が
い
の
あ
る�

ま

ち

づ

く

り

の

推

進

ま

ち

づ

く

り

の

推

進

�

健
や
か
で
い
き
が
い
の
あ
る�

ま

ち

づ

く

り

の

推

進

�
自
然
と
共
生

自
然
と
共
生
す
る
安
全

る
安
全
で
快
適
快
適
な�

公
園
都
市

公
園
都
市
づ
く
り
の
推
進
推
進

�

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で
快
適
な�

公
園
都
市
づ
く
り
の
推
進

�

創
造
力
と
豊

創
造
力
と
豊
な
心
を
育
む
教
育

心
を
育
む
教
育
・�

文
化
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
推
進�

創
造
力
と
豊
な
心
を
育
む
教
育
・�

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進�
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学
習
機
会
の
拡
大
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。�

　
人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
同

和
問
題
や
女
性
、
子
ど
も
、
障

害
者
、
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど

の
人
権
に
か
か
わ
る
課
題
に
つ

い
て
、
人
々
が
豊
か
に
共
生
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、啓

発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。�

◆
文
化
・
体
育
の
振
興�

　
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
史

跡
洲
本
城
跡
保
存
管
理
計
画
に

基
づ
い
て
、
洲
本
城
の
石
垣
の

落
石
や
崩
壊
危
険
箇
所
を
優
先

的
に
修
理
し
、
史
跡
整
備
に
努

め
ま
す
。�

　
体
育
振
興
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
三
年
度
か
ら
小
学
校
区
を

基
本
単
位
と
し
た
、
地
域
住
民

の
自
発
的
・
主
体
的
な
運
営
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
す
で

に
活
動
を
開
始
し
て
い
る
安
乎
、

加
茂
地
区
に
引
き
続
き
、
ほ
か

の
校
区
で
の
設
立
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
に

開
催
さ
れ
る
国
民
体
育
大
会
に

向
け
た
推
進
体
制
の
確
立
を
図

る
と
と
も
に
、
文
化
体
育
館
の

建
設
工
事
に
本
格
的
に
着
手
し

ま
す
。�

��

◆
農
林
水
産
業
の
振
興�

　
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

担
い
手
の
確
保
や
望
ま
し
い
農

業
構
造
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

主
力
産
業
で
あ
る
畜
産
業
に
つ

い
て
は
、
優
良
牛
の
導
入
、
飼

料
作
物
の
生
産
を
推
進
し
て
産

地
と
し
て
の
競
争
力
の
強
化
を

図
り
、
堆
肥
の
円
滑
な
流
通
と

有
効
利
用
な
ど
に
よ
る
農
業
の

自
然
循
環
機
能
の
維
持
、
増
進�

����������������
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
農
作
物

を
有
害
鳥
獣
の
被
害
か
ら
防
ぐ

た
め
、
被
害
防
除
柵
の
設
置
を

推
進
し
ま
す
。�

　
農
村
の
総
合
的
な
整
備
を
図

る
た
め
、
南
淡
路
広
域
農
道
整

備
事
業
を
は
じ
め
、
下
内
膳
地

区
、
二
つ
石
・
中
田
地
区
、
中

川
原
地
区
に
お
け
る
ほ
場
整
備

事
業
、
宮
野
原
地
区
、
大
野
地

区
に
お
け
る
農
道
整
備
事
業
、

用
排
水
路
整
備
事
業
な
ど
、
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。�

　
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
を

発
揮
す
る
た
め
、
都
市
住
民
が

農
作
業
を
楽
し
み
、
農
業
・
農

村
へ
の
関
心
を
深
め
、
併
せ
て

耕
作
地
放
棄
の
解
消
を
図
る
た�

����������������

め
、
市
民
農
園
の
整
備
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
洲
本

市
由
良
交
流
セ
ン
タ
ー
「
エ
ト

ワ
ー
ル
生
石
」
で
の
体
験
活
動

や
四
季
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
に
よ
り
都
市
と
農
村
の
交
流�

を
図
り
ま
す
。�

　
林
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
大

浜
海
岸
や
三
熊
山
の
松
並
み
を

保
存
す
る
た
め
、
松
く
い
虫
防

除
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

柏
原
山
林
道
、
み
や
た
き
市
民

の
森
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

安
全
の
た
め
定
期
的
に
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
、
危
険
か
所
は
補

修
工
事
を
行
う
な
ど
適
正
管
理

に
務
め
ま
す
。�

　
水
産
業
分
野
で
は
、
漁
獲
量

の
減
少
、
魚
価
の
低
迷
、
後
継

者
不
足
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
い
中
、
水
産
資
源
の
保

護
育
成
、
並
型
漁
礁
の
設
置
、

築
い
そ
事
業
、
稚
貝
・
稚
魚
の

栽
培
放
流
事
業
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
炬
口

漁
港
で
は
、
漁
船
と
遊
漁
船
と

の
分
離
収
納
に
よ
り
操
業
の
安

全
化
を
図
り
、
景
観
向
上
を
目

的
に
現
在
、
進
め
て
い
る
利
用

調
整
事
業
の
早
期
完
成
を
目
指

し
ま
す
。�

◆
商
工
業
の
振
興�

　
消
費
の
低
迷
、
デ
フ
レ
の
進

展
な
ど
経
済
活
動
全
体
が
停
滞

し
て
い
る
中
、
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
よ
う
と
、
平
成
十
二�

年
度
に
策
定
し
た
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

洲
本
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な

っ
て
新
し
い
取
り
組
み
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。市
と
し
て
も
、�

こ
う
し
た
活
性
化
事
業
に
対
し�

て
、
効
率
的
な
支
援
を
し
て
い�

ま
ち
を
支
え
る
力
強
い
産
業
づ
く
り
の
推
進

ま
ち
を
支
え
る
力
強
い
産
業
づ
く
り
の
推
進�

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る�

都
市
基
盤
づ
く
り
の
推
進

都
市
基
盤
づ
く
り
の
推
進�

ま
ち
を
支
え
る
力
強
い
産
業
づ
く
り
の
推
進�

◆
道
路
整
備�

　
国
道
二
十
八
号
洲
本
バ
イ
パ

ス
（
宇
山
〜
炬
口
間
、
二
・
四

　
　
）
が
国
土
交
通
省
に
よ
り

整
備
さ
れ
ま
す
。
広
域
幹
線
道

路
で
あ
る
こ
の
バ
イ
パ
ス
の
早

期
完
成
に
よ
り
、
市
街
地
の
交

通
混
雑
の
大
幅
な
緩
和
が
期
待

さ
れ
ま
す
。�

　
県
道
洲
本
南
淡
線
の
危
険
か

所
の
整
備
、
県
道
上
内
膳
津
名

線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
四
年
度
か
ら
県
に
よ
り
着
手

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
広
域
幹
線
道
路
網

の
整
備
に
併
せ
て
、
外
環
状
の

小
路
谷
千
草
線
、
内
環
状
の
物

部
曲
田
塩
屋
線
、
国
道
二
十
八

号
の
バ
イ
パ
ス
的
役
割
を
担
う

加
茂
中
央
線
の
早
期
完
成
を
目

指
し
て
、
引
き
続
き
重
点
的
に

整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。�

◆
河
川
整
備�

　
親
し
み
の
あ
る
空
間
づ
く
り

と
市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

引
き
続
き
千
草
川
の
低
水
護
岸

敷
や
洲
本
川
の
堤
防
敷
を
利
用

し
た
散
策
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。�

◆
港
湾
整
備�

　
由
良
港
湾
の
整
備
や
内
田
海

岸
越
波
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
整
備
促
進
を
要
望
し

て
い
き
ま
す
。�

◆
水
道
事
業�

　
限
り
あ
る
水
資
源
を
効
率
的

に
活
用
す
る
た
め
、
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
な
ど
の
老
朽
管
布
設
替

工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

漏
水
防
止
対
策
を
引
き
続
き
推

進
し
て
い
き
ま
す
。�

◆
下
水
道
事
業�

　
内
町
、
外
町
地
区
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
年
度
に
整
備
を
終

え
、
現
在
、
物
部
、
上
物
部
地

区
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
末
で
百
五
十
九

　
が
完
成
、
人
口
普
及
率
が
二

三
　
に
な
り
ま
す
。�

　
本
年
度
は
主
要
幹
線
管
渠
工

事
と
併
せ
て
、
人
口
密
集
地
区

を
中
心
に
普
及
率
の
三
　
ア
ッ

プ
を
目
標
に
三
十
　
の
面
的
整

備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
炬
口
、

宇
山
、
下
加
茂
、
桑
間
地
区
の

区
域
拡
大
（
一
八
〇
　
）
の
事

業
認
可
変
更
を
行
い
、
早
期
着

工
を
目
指
し
ま
す
。�

　
一
方
、
処
理
区
域
内
の
未
接

続
世
帯
へ
は
各
戸
訪
問
や
、
す

い
せ
ん
苑
の
見
学
会
な
ど
を
行

い
、
下
水
道
の
仕
組
み
と
そ
の

必
要
性
に
理
解
を
得
る
な
ど
、

普
及
促
進
に
努
め
ま
す
。�

◆
公
営
住
宅
な
ど
の
整
備�

　
宇
山
団
地
の
外
壁
等
景
観
改

善
工
事
を
行
い
ま
す
。�

◆
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定�

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
住
民
の
意
見
を
参
考
に
市

の
将
来
の
都
市
像
を
定
め
、
そ

の
実
現
の
た
め
の
主
要
課
題
、

整
備
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。

策
定
作
業
は
、
平
成
十
五
、
十

六
年
度
の
二
年
間
で
行
い
ま
す
。�

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る�

都
市
基
盤
づ
く
り
の
推
進�

キ
�

　
ロ
�メ
ー�

ト
ル
　�

ヘ
ク�

タ
ー
ル
　�

ヘ
ク�

タ
ー
ル
　�

ヘ
ク�

タ
ー
ル
　�

パ
ー�

セ
ン
ト
　�

パ
ー�

セ
ン
ト
　�
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き
ま
す
。
そ
の
一
方
、
洲
本
市

中
小
企
業
融
資
制
度
を
見
直
し
、

本
市
で
事
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
起
業
家
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
昨
年
二
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
洲
本
市
民
工
房
で
は
、

こ
れ
ま
で
約
一
万
人
が
訪
れ
、

も
の
づ
く
り
体
験
や
作
品
展
示

を
通
し
て
交
流
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
利
用
者
ニ

ー
ズ
と
集
客
効
果
に
配
慮
し
た

施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。�

◆
観
光
の
振
興�

　
観
光
目
的
の
多
様
化
が
進
む

中
、
県
の
外
客
誘
致
促
進
委
員

会
を
通
じ
て
国
際
ツ
ー
リ
ス
ト

の
誘
致
促
進
に
努
め
る
な
ど
、

誘
客
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
ま
た
、
自
然
と
の
共
生
を
目

的
に
、
こ
れ
ま
で
整
備
を
行
っ

て
き
た
成
ヶ
島
地
区
の
整
備
に

も
取
り
組
み
、
自
然
環
境
を
活

か
し
た
観
光
資
源
の
保
護
、
育

成
、
継
承
を
図
り
ま
す
。�

◆
労
働
福
祉
対
策�

　
永
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
た

高
い
技
術
力
を
持
た
れ
る
人
の

功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
技
能

功
労
者
表
彰
や
勤
労
者
公
募
美

術
展
を
本
年
度
も
開
催
し
、
も

の
づ
く
り
に
携
わ
る
皆
さ
ん
の

意
欲
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。�

　
雇
用
情
勢
が
厳
し
い
中
、
国

の
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基

金
事
業
を
効
果
的
に
活
用
す
る

と
と
も
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
就
業
機
会
の
継
続
的

な
確
保
に
努
め
ま
す
。�

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

の
推
進�

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
収�

集
し
た
資
料
を
参
考
に
、
昨
年�

度
に
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を�

策
定
し
ま
し
た
。�

　
本
年
度
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
に�

沿
っ
た
男
女
共
同
参
画
社
会
を

構
築
す
る
た
め
の
推
進
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。�

◆
組
織
運
営
の
効
率
化
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実�

　
こ
れ
ま
で
三
つ
の
部
署
で
行

わ
れ
て
い
た
人
権
に
関
す
る
事

務
を
市
民
生
活
部
の
部
署
に
統

合
し
、
組
織
運
営
の
効
率
化
を

図
り
ま
す
。
こ
の
部
署
に
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
関
係
事
務

な
ど
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
人
権
に

関
す
る
事
務
を
総
合
的
に
集
約

し
、
一
層
の
人
権
の
教
育
、
啓

発
、
擁
護
の
推
進
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
形
成
促
進
に
取
り

組
み
ま
す
。�

　
行
政
改
革
の
一
つ
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証

取
得
に
つ
い
て
は
昨
年
二
月
、

品
質
保
証
と
い
う
規
格
か
ら
経

営
の
高
品
質
化
を
目
指
す
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｉ

Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
・
２
０
０
０
年

版
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
引
き

続
き
総
合
的
な
品
質
の
高
い
行

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
本
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
健
康
増
進
法
で
は
、

施
設
管
理
者
へ
の
受
動
喫
煙
防

止
措
置
努
力
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
で
も
、
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
人
へ
の
受
動
喫
煙
の

影
響
を
排
除
し
、
た
ば
こ
を
吸

う
人
へ
の
節
度
あ
る
喫
煙
の
促

進
の
た
め
、
指
定
喫
煙
場
所
を

設
置
、
事
務
室
・
会
議
室
を
全

面
禁
煙
と
し
ま
す
。
ま
た
、
市

役
所
庁
舎
以
外
の
施
設
で
の
禁

煙
措
置
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。�

　
昭
和
四
十
年
に
建
築
し
た
由

良
支
所
は
、
老
朽
化
に
加
え
、

事
務
室
が
二
階
に
あ
る
た
め
、

特
に
高
齢
者
な
ど
の
来
庁
者
に

不
便
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
本

年
度
の
建
替
え
工
事
で
は
、
市

民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
す

る
た
め
平
屋
建
て
の
構
造
と
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
ま
す
。�

◆
広
域
連
携
の
推
進�

　
淡
路
地
域
の
新
た
な
課
題
に

対
す
る
た
め
、
平
成
十
三
年
三

月
に
策
定
し
た
「
新
淡
路
ふ
る

さ
と
市
町
村
計
画
」
に
よ
り
、

総
合
的
、
効
率
的
で
調
和
の
と

れ
た
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い

ま
す
。�

　
国
際
交
流
の
分
野
で
は
、
平

成
十
二
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ハ
ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
郡
と
姉
妹
都

市
提
携
が
実
現
、
本
年
度
も
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
国
際

交
流
を
展
開
し
ま
す
。
国
内
で

は
、
架
橋
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
神
戸
市
、

徳
島
市
と
の
都
市
間
交
流
や
、

北
海
道
静
内
町
、
徳
島
県
脇
町

と
の
姉
妹
都
市
交
流
も
市
民
と

と
も
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。�

◆
地
域
情
報
化
の
推
進�

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
加
入
者
は
、
毎
年

増
加
傾
向
に
あ
り
、
昨
年
十
二

月
末
現
在
の
加
入
者
数
は
一
万

千
七
百
九
十
九
世
帯
、
加
入
率

で
七
五
�
を
超
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
市
民
に
親
し
ま
れ
る

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
目
指
し
、
放
送
内

容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。�

　
ま
た
、
本
市
が
運
営
す
る
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入

者
も
、
千
七
百
六
十
五
件
（
昨

年
十
二
月
末
現
在
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
は
民
間
サ
ー
ビ
ス

と
比
較
し
て
安
価
で
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
充
実
し
て
い
る
な
ど
の

特
色
が
あ
る
た
め
、
加
入
者
は

さ
ら
に
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
本
年
度
は
、
大
容
量
時
代

に
対
応
し
た
、
よ
り
高
速
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ
の
充
実
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
情
報
関
連
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
の
地
元
育
成
や
誘
致
活

動
を
展
開
し
ま
す
。�

　
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備

事
業
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
災
害
対
応
新
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
よ
る
市
民
生
活
の
安
全

確
保
に
加
え
、
教
育
学
習
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
Ｉ
Ｔ

教
育
環
境
の
充
実
、
広
域
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
本

年
度
内
の
完
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。�

　
電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

政
府
を
挙
げ
て
重
点
的
、
戦
略

的
な
Ｉ
Ｔ
施
策
が
展
開
さ
れ
て

い
る
中
、
十
五
、
十
六
年
度
の

二
か
年
計
画
で
基
幹
系
業
務
シ

ス
テ
ム
の
再
構
築
を
図
り
ま
す
。�

　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
二
次
サ
ー
ビ
ス
整

備
に
つ
い
て
は
、
住
民
票
写
し

の
広
域
交
付
、
転
入
転
出
の
特

例
処
理
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
を
可
能
と
す
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。�

◆
法
定
外
公
共
物
の
譲
与�

　
国
土
交
通
省
所
管
の
里
道
、

水
路
な
ど
の
法
定
外
公
共
物
で
、

そ
の
機
能
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
六
年
度
末
ま
で

に
市
町
村
が
申
請
す
れ
ば
譲
渡

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
、
そ
の
存
在
の
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
か
ら

は
、
譲
渡
対
象
物
の
確
定
と
申

請
作
業
を
進
め
ま
す
。�

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援�

　
開
か
れ
た
行
政
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
一

方
の
主
体
で
あ
る
市
民
や
事
業

者
の
自
主
的
な
取
り
組
み
が
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
拠
点
と
な
る
施
設
の

整
備
に
対
す
る
補
助
金
は
、
こ

れ
ま
で
老
人
憩
い
の
家
と
心
身

障
害
者
（
児
）
な
ど
の
自
立
更

生
の
た
め
の
施
設
に
限
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら

新
し
く
町
内
会
の
集
会
所
も
対

象
に
加
え
、
補
助
対
象
、
補
助

金
額
と
も
拡
充
し
た
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
設
置
補
助

金
」
制
度
を
設
け
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援
を
強
化
し

ま
す
。�

市
民
と
行
政
に
よ
る

市
民
と
行
政
に
よ
る

�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

�

市
民
と
行
政
に
よ
る

�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

�
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齋藤晴久氏�
谷　克弘氏�

齋藤 晴久 助役�

上原惠宥 前助役�

白川武美 前教育長�

谷　克弘 教育長�

　
上
原
惠
宥
・
前
助
役
、
白
川

武
美
・
前
教
育
長
の
退
職
に
伴

い
新
助
役
に
齋
藤
晴
久
助
役
（
六

〇
）
、
新
教
育
長
に
谷
克
弘
教

育
長
（
五
七
）
が
就
任
し
ま
し

た
（
四
月
一
日
付
）
。
助
役
の

任
期
は
四
年
間
、
教
育
長
の
任

期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
の

平
成
十
六
年
十
月
二
日
ま
で
で

す
。�

　
ま
た
、
任
期
満
了
の
収
入
役

に
は
、
狩
野
隆
史
収
入
役
（
五

八
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。�

　
齋
藤
助
役
は
、
昭
和
三
十
七

年
に
市
役
所
に
入
り
、
財
政
課

長
、
総
務
部
長
な
ど
を
務
め
ま

し
た
。�

　
谷
教
育
長
は
、
四
十
年
に
市

役
所
に
入
り
、
議
会
事
務
局
長
、

企
画
部
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し

た
。�

�

　
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
洲
本

市
助
役
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。�

　
想
え
ば
旧
広
田
村
か
ら
昭
和

三
十
二
年
七
月
編
入
合
併
で
洲

本
市
へ
、
四
十
五
年
有
余
の
間
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
方
か
ら
温

か
い
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
公
務
執
行
に
努
め
て
参
り
ま

し
た
。�

　
と
り
わ
け
中
川
市
政
に
あ
っ

て
、
新
都
心
計
画
と
五
色
町
と

の
合
併
推
進
に
一
定
の
方
向
が

見
え
た
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て

こ
と
さ
ら
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。�

　
今
後
一
市
民
と
し
て
、
飛
躍

す
る
郷
土
の
姿
を
楽
し
み
に
し

な
が
ら
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。�

　
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご

挨
拶
と
し
ま
す
。�

������

　
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、

洲
本
市
教
育
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
四
月
、

市
に
職
を
奉
じ
ま
し
て
か
ら
四

十
有
余
年
の
間
、
歴
代
市
長
を

は
じ
め
市
民
の
皆
様
か
ら
温
か

い
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
な

が
ら
有
意
義
な
公
務
員
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

　
こ
れ
か
ら
は
市
民
の
一
人
と

し
て
限
り
な
く
発
展
し
、
移
り

ゆ
く
郷
土
の
姿
を
楽
し
み
に
し

な
が
ら
静
か
に
過
ご
し
て
ゆ
き

た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。�

　
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
退
任

の
挨
拶
と
し
ま
す
。�

�

が就任�
助　役に�

教育長に�

収入役は狩野隆史氏が再任�

夕
ぐ
れ
ど
き
は
要
注
意

要
注
意�

夕
ぐ
れ
ど
き
は
要
注
意�

運

動

の

重

点

目

標

�

◆
子
ど
も
と
高
齢
者
の�

歩
行
中
、
自
転
車
乗
車�

中
の
交
通
事
故
防
止

�

▽
信
号
を
守
っ
て
横
断
し�

ま
し
ょ
う
。�

▽
無
理
な
横
断
は
や
め�

ま
し
ょ
う
。�

▽
交
差
点
で
は
必
ず
安�

全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。�

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ�

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着�

用
の
徹
底�

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
運�

転
の
基
本
、
必
ず
着
用�

し
ま
し
ょ
う
。�

▽
保
護
者
の
腕
よ
り
チ�

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
車�

内
の
子
ど
も
を
守
り
ま�

し
ょ
う
。�

▽
同
乗
者
も
シ
ー
ト
ベ�

ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。�

◆
夕
暮
れ
ど
き
の
交
通�

事
故
防
止�

▽
運
転
者
は
「
早
め
の�

ラ
イ
ト
点
灯
」
を
心
が�

け
ま
し
ょ
う
。�

▽
自
転
車
も
早
め
に
ラ�

イ
ト
を
点
灯
し
反
射
材�

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。�

▽
歩
行
者
は
明
る
い
服�

装
を
着
用
し
反
射
材
を�

活
用
し
ま
し
ょ
う
。�

　
平
成
十
二
年
八
月
一�

日
付
で
発
令
し
ま
し
た�

「
交
通
死
亡
事
故
多
発�

非
常
事
態
緊
急
宣
言
」�

は
、
平
成
十
四
年
中
死�

亡
事
故
が
二
件
に
留
ま�

り
ま
し
た
の
を
機
会
に
、�

平
成
十
五
年
三
月
三
十�

一
日
を
も
ち
ま
し
て
解�

除
い
た
し
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
交
通
事
故
は�

い
ま
だ
多
発
傾
向
に
あ�

り
、
予
断
を
許
し
ま
せ�

ん
の
で
、
よ
り
一
層
交�

通
ル
ー
ル
、
交
通
マ
ナ�

ー
を
守
り
交
通
事
故
に�

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。�

洲

本

市

・

淡

路

県

民

�

局
・
洲
本
警
察
署
・
洲�

本
交
通
安
全
協
会�

�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

全
国
交
通
安
全
運
動�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

全
国
交
通
安
全
運
動�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

全
国
交
通
安
全
運
動�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動�

洲
本
市
内
で
は
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。�

特
に
退
社
や
下
校
の
時
間
帯
で
あ
る
「
夕
暮
れ
ど
き
」
は
要
注
意
！�

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の
な
い
洲
本
市
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。�

��
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男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た�

　
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
ふ
る
さ
と
、

五
色
町
。
本
年
二
月
に
本
市
と

の
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置

さ
れ
、
平
成
十
六
年
度
中
の

合
併
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
号
か
ら
、
五
色
町

の
観
光
名
所
や
祭
り
、
歴
史
、

文
化
財
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
お

伝
え
し
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
こ
れ
ま

で
の
資
料
を
も
と
に
、
洲
本
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
洲
本

市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
市
が
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
施
策
を
総
合

的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
方
針
と
し

て
策
定
し
た
も
の
で
す
。�

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
は
、
各
種
会

議
や
研
修
会
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生
活
部
人
権
推
進
課

（
　
２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
７
９
）
へ
。�

�

「意見箱」はしばらく休止します�
　昨年９月に市役所本庁舎コンコース、健康福祉館、由良支所に設置していました意見箱は、４月１日から休止しています。この間
に寄せられた意見枚数は８１枚におよび、市民の皆さんの行政に対する期待、批判、誤解の多さを実感しました。寄せられました意
見すべてに目をとおし、市としての対応や考えを整理し、是正すべきものはすぐ改善を行いました。�
　今後はアンケート方式、テーマ別の調査方式など、違った形で皆様の声をお聞きしたいと考えております。�
　最後に、ご意見をお寄せいただいた皆様に感謝申し上げます。�

貴重なご意見、要望などありがとうございました

洲本パールライン�洲本パールライン�洲本パールライン�

■ 高速船時刻表�

■ 高速船運賃表�

（平成15年4月1日～）�

上　　り� 下　　り�
洲本港発� 関空港着� 洲本港着�関空港発�

便
　
名
　�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8

06:50�

08:50�

10:50�

12:50�

14:50�

16:50�

18:50�

20:50

07:50�

09:50�

11:50�

13:50�

15:50�

17:50�

19:50�

21:50

08:38�

10:38�

12:38�

14:38�

16:38�

18:38�

20:38�

22:38

07:39�

09:39�

11:39�

13:39�

15:39�

17:39�

19:39�

21:39

洲本港～関西空港�

片　道　　 往　復�

大　人�
�
小　児�

2,500円�
�
1,260円�

4,770円�
�
2,410円�

ご予約・お問い合わせは�
洲本港　　0799-23-1444�

URL http://www.atc .ne . jp/pearl l ine/

関西国際空港へは、速くて便利な�
洲本パールラインをご利用ください。�
4月1日から1日8往復で運行�
しています。�
�

　鳥飼八幡宮は、京都の石清水八幡
宮淡州別宮として建立された神社。
現本殿は、慶長８年（１、６０３年）
に再興された淡路で最古の建築遺構で、
三間社流造、柿葺（こけらぶき）で
後に銅板被覆したものです。桃山時
代の建築として大変貴重なものです。�
�

◆鳥飼八幡宮本殿（県指定文化財）・・・五色町鳥飼中�◆鳥飼八幡宮本殿（県指定文化財）・・・五色町鳥飼中�
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　　年度当初は平成15年度保険料算定の根拠となる住民税課税状況等が確定されていないため、前年度（平成14年度）の�

保険料をもとに計算します。詳しくは、4月以降各自にお送りする納入通知書をご覧ください。�

�
�

　 災害などの特別な事情で一時的に保険料が納められなくなった時には、徴収の猶予や減額、免除される場合があります。�

また分納によっても納付が困難で所得段階が第１段階及び第２段階の人のうち、一定の収入要件、扶養要件に該当する人�

は減額されることもあります。�

�

65歳以上のみなさんへ�
�平成15年度の洲本市介護保険料についてお知らせします�

�

65歳以上のみなさんへ�
�平成15年度の洲本市介護保険料についてお知らせします�

��

★次の2点が変わりました�★次の2点が変わりました�

 ＊4月から翌年3月までに65歳になるなど、新たに被保険者資格を取得または喪失した場合は月割計算します。�
�

・65歳以上の人お一人お一人に第1段階から第5段階のうちいずれかの保険料がかかります。�

・保険料の納め方は、特別徴収と普通徴収の2種類があります。�

特別徴収とは…�
　原則として、4月1日時点で65歳以上で年金を年間18万円以上受け取っておられる人が対象です。�

　年金の定期支払い（年6回）の際にあらかじめ年金から保険料が差引かれ、年金支払者がまとめて市へ納付します。�

普通徴収とは…�
　特別徴収の対象とならない人は普通徴収となります。�

　5・8・10・12・1月（年5回）に、市が発送する納付書で窓口納付します。希望により口座振替もご利用いただけます。 

　介護保険では、これまでの実績と将来の見込にもとづき、３年ごとに制度の見直しが行われます。高齢者や介護を必要と
する人の増加により介護サービス利用量も増加していくと見込まれ、平成１５年度から新たな介護保険料が設定されました。�

★平成15年度当初の保険料は、前年度をもとに徴収します。�★平成15年度当初の保険料は、前年度をもとに徴収します。�

★納付のご相談について�★納付のご相談について�

第1段階　  16,200円 →　 19,200円   老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の人または生活保護を受給している人�

第2段階 　  24,300円 →　 28,800円   本人を含め世帯全員が住民税非課税の人�

第3段階　  32,400円 →　 38,400円   世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税の人�

第4段階 　  40,500円 →　 48,000円   本人が住民税を課税されており、前年合計所得金額が200万円未満の人�

第5段階 　  48,600円 →　 57,600円   本人が住民税を課税されており、前年合計所得金額が200万円以上の人�

�

所得段階　12～14年度  　  15～17年度　 対象となる人�

所得段階　　　　　　　　12～14年度  　  　　　　　　　　　　　　　　　15～17年度�

本人が住民税を課税されており、�

前年合計所得金額が250万円未満の人 �

本人が住民税を課税されており、�

前年合計所得金額が200万円未満の人�
�

本人が住民税を課税されており、�

前年合計所得金額が250万円以上の人�

本人が住民税を課税されており、�

前年合計所得金額が200万円以上の人�
�

第4段階�

�

�

第5段階�

→�

�

→�

1 所得段階別保険料額（年額）�

2 第4段階と第5段階の判定所得額�
�

 詳しくは 、市役所総務部税務課（　22・3321内線259、271）か、健康福祉部介護福祉課（　22・9333）へ。�
▼
�
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72

 　子どもが生き生きと遊ぶには心身ともに健康であることが不可欠

です。そのためには安全な生活が保障されなければなりません。�

すなわち健康と安全な生活は表裏一体のものと考えています。�

　安全な生活は、環境を安全面から見直し整えることと、安全教育

によって子どもの育ちを援助することの両面から考える必要があり

ます。�

　安全教育をただ単にけがや事故防止ととらえるのではなく、「か

らだ」「あたま」「こころ」がバランスよく育つ教育ととらえました。�

　まず、健康な体や運動能力が育つことを「からだ」、物事に対応で

きる能力やとっさのときに判断できる能力、きまりやルールがわかる

ことを「あたま」、感性が豊かに育ち生命の大切さを感じながら情緒

が安定することを「こころ」と受け止めました。�

　幼稚園生活ではさまざまな人やもの・できごとと出会います。その

中で成育の課程も生活状況もさまざまな子どもたちが「なかま」とし

て共同の遊びや共通の体験をしながら、互いに刺激し影響し合って「か

らだ」「あたま」「こころ」が育ちあいます。幼児が仲間といるこ

とを喜び、「なかま」とともに毎日いっぱい遊び、一日一日の遊び

を大切にします。この積み重ねが自信となり、自分の存在感を味わ

いながら自分らしさを発揮し、いきいきと遊ぶことになります。�

　このように、主体的に遊ぶことにより健康な心と体が育ち、自ら

考え判断し、安全に行動する態度や習慣が養われ、おのずから危険

や事故に対応する力が養われます。これが幼稚園教育における安全

－健康・安全の視点から環境と援助のあり方を考える。－　　洲本市立大野幼稚園　�

研究主題�

　大野幼稚園が学校安全研究発表会にて優秀な功績を残したことに対し、3月28日（金）

洲本市教育委員会において、感謝状を受けました。�

　これは大野幼稚園が13年度、14年度と安全教育の視点から保育を見直すということ

で研究を続け、平成14年10月10日の兵庫県学校安全研究発表会や、平成15年2月6日～

7日の東京都渋谷区の国立オリンピック記念青少年センターで開催された全国研究大会

でそのまとめを発表した研究の成果が、認められたことによるものです。�
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洲本第三小学校�
六年男子がリレーで優勝�

�

笑顔で淡路をPR�
第23代クィーン淡路�

安乎駐在所が完成�

大阪城ホールで2月11日に開催された

2003日本ジュニア室内陸上競技大阪大会で、

洲本第三小学校チームが小学生男子320m

リレーで優勝しました。（写真は左から中

野航暉くん、山本一成くん、箕浦拓樹くん、

新居大和くん、2月27日市役所にて）�

第23代クィーン淡路に、梶田衣以さん（洲

本市物部・写真右）と石上温子さん（津名

町中田）が選ばれ、3月7日市役所で発表が

行われました。21日の「淡路島びらき　コ

アラまつり」で任命式が行われました。�

老朽化のため建て直しが行われていた安

乎駐在所が完成し、4月1日落成式が行われ

ました。今後も安乎地区の安全と平穏の確

保の拠点としての役割を担っていきます。�

ため池のことをもっと知ろう！�
淡路にたくさんあるため池の大切さを知ってもらおうと洲本土

地改良事務所が行っているため池教室が、3月4日大野小学校で

開かれました。今回授業を受けたのは、大野小学校の4年生の生

徒たちで、ため池の役割や、そこに住む生物、大城池などについ

て学びました。�

シルバー人材センターが�
草刈り奉仕�

洲本市シルバー人材センターの会員が、3月28日塩屋緑

地で草刈りや剪定などの清掃奉仕活動を行いました。参加

した13人の会員たちは約3時間かけて市民の憩いの場を美

しくしました。�

写真�ニュース�

洲本・五色文化交流芸能まつりが、　　　3月30日市民会館ふれあいホールで
開催されました。合併に向けて、住　　　　民同士が交流を深めようとの狙いで、
洲本市のおまあやや五色町の高田屋　　　　太鼓などが披露されました。　　�

洲本・五色文化交流　　芸能まつり　開催�
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淡路島野生植物保護園が三熊山に完成し、3月30日市民に一
般開放されました。この保護園は、三熊山の自然と史跡を愛す
る会により整備されたもので、県のレッド・データブックなど
に掲載されている淡路島の貴重植物約80種が、栽培されており、
獣よけの柵の外から、植物を見ることができます。�

洲本・五色文化交流芸能まつりが、　　　3月30日市民会館ふれあいホールで
開催されました。合併に向けて、住　　　　民同士が交流を深めようとの狙いで、
洲本市のおまあやや五色町の高田屋　　　　太鼓などが披露されました。　　�

写真上左から　南岡さん、吉田さん�
写真下左から　薮内さん、鰭岡さん、実生さん�

痴呆性の高齢者が、スタッフと共同生活を行うグルー
プホーム「いちごの家･加茂」が桑間にオープンしました。
いちごの家には18人が入居でき、利用者は食事、入浴、
排泄などの援助を受けながら生活します。�

守れ！淡路の貴重植物�

洲本・五色文化交流　　芸能まつり　開催�

パチンコ店の組合である兵庫県遊技業協同組合
から洲本市社会福祉協議会へ車いすに乗ったまま
移動できる福祉車両が寄贈されました。今回は県
内の市町や福祉団体に合計40台が贈られました。�

愛を乗せて�
兵庫県はぁ～とふる福祉号�

平成14年度は新規認定者が5人、再認定者が5人の計10人
が認定を受け、これで洲本市の認定農業者は、41人になりま
した。認定農業者制度は、平成7年から始まり、農用地利用
集積の支援、税制上の特例、低利融資制度等の優遇措置を受
けられます。また、洲本市認定農業者連絡協議会では、勉強
会や交流会を通じて農業技術向上等を図っています。�

　新規認定者�
○金 岡　照 文（前　平）�
○実 生　高 良（大　野）�
○高田　佐加恵（池　田）�
○鰭岡　たか子（中川原）�
○薮内　千恵子（安　乎）�

　再認定者�
○出 石　昌 宏（金　屋）�
○門 口　孝 一（池　内）�
○吉 田　誠 宏（池　田）�
○駒 勢　康 雄（中川原）�
○南 岡　　 均（中川原）�

意欲的な農業者を支援�
～認定農業者～�

～平成14年度の認定農業者の皆さん～（敬称略）�

グループホーム　いちごの家･加茂がオープン�
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
春
の
光
が
ま
ぶ
し
い
こ
の
季

節
、
小
学
校
へ
入
学
し
た
ば
か

り
の
一
年
生
の
歯
に
注
目
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
う
ど
、
前

歯
が
乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え

変
わ
る
こ
ろ
で
、
口
元
が
悪
い

時
期
で
す
ね
。
乳
歯
が
残
っ
て

い
る
子
ど
も
は
、
歯
と
歯
の
間

が
あ
い
た
り
、
永
久
歯
に
生
え

変
わ
っ
て
い
る
子
ど
も
も
、
大

き
な
歯
が
斜
め
に
生
え
た
り
し

て
い
ま
す
。�

　
で
す
か
ら
、
お
母
さ
ん
が
「
歯

並
び
は
大
丈
夫
で
す
か
？
い
つ

ご
ろ
か
ら
、
歯
並
び
の
治
療
を

始
め
た
ら
よ
い
の
で
す
か
？
」

と
心
配
さ
れ
る
の
も
無
理
は
あ

り
ま
せ
ん
。�

　
き
れ
い
に
並
ん
で
い
た
乳
歯

の
前
歯
に
隙
間
が
あ
い
て
く
る

の
は
顎
の
骨
が
成
長
し
た
た
め
で
、

こ
れ
は
乳
歯
よ
り
大
き
い
永
久

歯
が
あ
と
か
ら
生
え
る
の
に
重

要
な
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
永
久
歯
は
、
は
じ
め

か
ら
き
れ
い
に
並
ん
で
生
え
て

く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
い
た
い
の
位
置
に
生
え
て
き

て
、
あ
と
か
ら
位
置
が
修
正
さ

れ
ま
す
。
前
歯
は
、
舌
が
中
か

ら
押
す
力
と
唇
が
外
か
ら
中
へ

押
す
力
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
位
置
に
動
い
て
い
く
の
で
す
。

特
に
、
下
の
前
歯
は
乳
歯
の
内

側
に
生
え
て
き
て
、
あ
と
で
移

動
し
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の

場
合
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

学
年
が
上
が
っ
て
も
、
ま
だ
、『
悪

い
歯
並
び
』
が
目
立
つ
よ
う
で

あ
れ
ば
、
こ
こ
で
、
矯
正
治
療

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
歯
列
の
矯
正
は
年
齢
に
関
係

な
く
、
成
人
に
な
っ
て
か
ら
で

も
可
能
で
す
が
、
や
は
り
子
ど

も
の
と
き
に
す
ま
せ
て
お
く
こ

と
が
理
想
で
す
。
一
般
的
に
は
、

小
学
校
中
・
高
学
年
か
ら
治
療

を
開
始
す
る
の
が
最
適
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
、
症
状
に
よ
っ

て
は
、
も
っ
と
早
い
時
期
に
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。�

　
も
し
、
歯
並
び
が
気
に
な
っ

た
ら
、
歯
科
医
師
に
相
談
し
、

精
密
な
検
査
を
受
け
る
こ
と
で

す
。
歯
や
顎
の
大
き
さ
を
調
べ
、

き
ち
ん
と
不
正
咬
合
の
状
態
を

分
析
す
る
こ
と
で
、
矯
正
の
治

療
時
期
や
治
療
方
法
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
そ
う
す
れ
ば
、
お
母
さ
ん
も

安
心
し
て
、
子
ど
も
の
お
口
の

中
の
歯
並
び
を
見
守
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

堀江歯科医院�
堀江 雪江 歯科医師�

募

集

�

『
歯
並
び
』
が
気
に
な
っ
た
ら�

���２
０
０
３
年
度
�

「
図
書
館
市
民
ま
つ
り
」
�

 
 
 
 
 
参
加
者
�

〜
こ
と
し
も
あ
な
た
の
手
で
�

素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
！
〜
�

　
本
年
の
図
書
館
市
民
ま
つ
り

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
も
公
募
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。
�

（
図
書
館
市
民
ま
つ
り
実
行
委

員
会
）
�

◆
と
　
き
　
十
月
二
十
五
日
g

　
〜
二
十
六
日
、
a
午
前
十
時

　
〜
午
後
四
時
�

◆
締
　
切
　
五
月
二
十
日
d
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
立
図
書

館
（
1
２
２
・
０
７
１
２
担
当

籠
谷
）
へ
。
�

公
民
館
市
民
講
座
�

　
　
　
　
　
受
講
生
�

　
洲
本
市
各
公
民
館
の
平
成
十

五
年
度
市
民
講
座
な
ど
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。
�

　
な
お
、
公
民
館
に
よ
っ
て
講

座
内
容
・
受
付
な
ど
が
異
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の

公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
�

◆
洲
本
中
央
公
民
館
�

　
▽
か
な
書
道
　
▽
漢
字
書
道

　
▽
日
本
画
　
▽
煎
茶
　
▽
民

　
踊
　
▽
読
書
　
▽
花
づ
く
り

　
▽
カ
ラ
オ
ケ
　
▽
刺
し
ゅ
う

　
▽
あ
み
も
の
 
▽
料
理
　
▽

　
子
供
英
会
話
（
小
学
四
・
五

　
年
生
）
　
▽
老
人
大
学
お
の

　
こ
ろ
学
園
　
▽
女
性
学
級
�

◆
受
付
場
所
　
洲
本
中
央
公
民

　
館
（
所
定
の
申
込
用
紙
を
記

　
入
し
、
受
講
料
を
添
え
て
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
）
�

◆
締
　
切
　
四
月
三
十
日
d
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
中
央
公
民

（
２
２
・
１
２
８
０
）
へ
。
�

�◆
洲
本
中
央
公
民
館
以
外
の
�

 
公
民
館
は
�

　
▽
由
良
公
民
館
�

（
1
２
７
・
２
１
６
７
）
�

　
▽
大
野
公
民
館
�

（
1
２
４
・
３
６
０
２
）
�

　
▽
中
川
原
公
民
館
�

（
1
２
８
・
１
０
２
４
）
�

　
▽
安
乎
公
民
館
�

（
1
２
８
・
０
０
０
７
）
�

　
▽
加
茂
公
民
館
�

（
1
２
４
・
４
７
８
３
）
�

　
▽
千
草
公
民
館
�

（
1
２
３
・
０
５
１
６
）
�

�������

�

あ
ご
�

あ
ご
�
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わが家の　ホ ー プ�

青空とお日さまが似合うふたり、楽しい毎日が続き
ますように!!�

母：恵理さん（宇原）�

�

玉
葱
の
オ
ー
ナ
ー
�

　
�
　
洲
本
市
玉
葱
生
産
促
進
協
議

会
で
は
、
玉
葱
の
オ
ー
ナ
ー
を

募
集
し
ま
す
。
募
集
は
一
区
画

約
〇
・
九
平
方
　
で
五
百
円
。

七
　
以
上
の
収
穫
が
見
込
め
、

収
穫
予
定
日
ま
で
は
、
農
場
主

が
管
理
し
ま
す
。
収
穫
日
は
六

月
一
日
a
、
予
備
は
六
月
七
日
g
。
�

◆
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
区

　
画
数
と
「
玉
葱
の
オ
ー
ナ
ー

　
希
望
」
と
書
い
て
、
〒
６
５

　
６
ー
０
０
５
１
　
Ｊ
Ａ
日
の

　
出
洲
本
支
店
経
済
課
内
洲
本

　
市
玉
葱
生
産
促
進
協
議
会
事

　
務
局
ま
で
�

◆
締
　
切
　
五
月
十
五
日
e
�

▼
詳
し
く
は
、
同
事
務
局
（
1

２
２
・
１
１
２
２
）
へ
�

ハ
ワ
イ
島
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
�

　
　
　
　
参
加
者
�

　
洲
本
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

国
際
友
好
親
善
と
青
少
年
の
国

際
感
覚
を
高
め
る
た
め
、
ハ
ワ

イ
島
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
参

加
す
る
高
校
生
を
募
集
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
八
月
七
日
e
〜
十

　
三
日
d
ま
で
の
一
週
間
（
こ

　
の
う
ち
三
日
間
が
ホ
ー
ム
ス

　
テ
イ
）
�

◆
と
こ
ろ
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　
ハ
ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
島
、
オ
ア

　
フ
島
�

◆
対
　
象
　
市
内
在
住
の
高
校

　
生
十
人
程
度
�

◆
費
　
用
　
参
加
者
負
担
金
十

　
万
円
程
度
�

◆
申
　
込
　
五
月
一
日
e
〜
五

　
月
二
十
日
c
�

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
同

協
会
事
務
局
（
市
役
所
企
画
部

企
画
課
内
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
８
）
へ
。
�

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
�

養
成
講
座
受
講
生
�

　
市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

主
に
食
生
活
改
善
を
、
各
地
域

に
浸
透
さ
せ
る
い
ず
み
会
リ
ー

ダ
ー
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）

の
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
講
座
は
五
月
か

ら
来
年
三
月
ま
で
合
計
十
二
回

開
催
し
ま
す
。
�

◆
対
　
象
　
健
康
づ
く
り
、
食

　
生
活
改
善
に
関
心
を
持
ち
リ

　
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
で
グ

　
ル
ー
プ
活
動
の
で
き
る
市
内

　
在
住
の
人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
�

◆
定
　
員
　
二
十
人
�

◆
締
　
切
　
五
月
二
十
二
日
e
�

▼
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
洲

本
健
康
福
祉
事
務
所
健
康
増
進

課
（
1
２
６
・
２
０
６
２
）
へ
。
�

洲
本
少
年
少
女
合
唱
団
�

　
　
　
　
団
　
員
�

　
洲
本
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、

小
学
一
年
生
以
上
の
児
童
の
入

団
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
�

◆
練
習
日
　
原
則
と
し
て
毎
週

　
土
曜
日
午
後
二
時
〜
�

◆
練
習
場
所
　
洲
本
中
央
公
民

　
館
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

団
長
阪
口
千
鶴
（
1
２
３
・
０

５
４
１
）
へ
。
�

特
設
人
権
相
談
所
を
�

開
設
し
ま
す
�

　
洲
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

な
ど
に
よ
り
、
「
憲
法
週
間
」

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
五
月
九
日
f
、
午

　
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
南
庁
舎
三

　
〇
一
会
議
室
（
三
階
）
�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
洲
本
支
局
（
1
２
２
・
０
４

７
９
）
へ
。
�

��

メ
ー
�

ト
ル
�

キ�
　ロ�

相

談

�

今月の拠点回収�今月の拠点回収�

4月24日(木)　（第4木曜日）�
午前7時～正午�

�

内町交番横駐車場�

洲本中央公民館�

物部コミュニティー消防センター�

千草公民館�

母子生活支援施設�

加茂コミュニティー消防センター�

大野コミュニティー消防センター�

中川原公民館�

安乎公民館�

内町交番横駐車場�

納会館�

鮎屋集会所�

由良支所�

�

�

�

海岸通2丁目5-14�

山手3丁目3-2�

上物部2丁目3-31�

千草甲221-7�

炬口2丁目9-11�

下内膳8-1�

大野123-6�

中川原町中川原907�

安乎町中田11-2�

海岸通2丁目5-14�

納734�

鮎屋693�

由良2丁目6-19�

�

�

　 みつあい館（126・1153）では�
　常時、資源ごみを受け入れています�
　（月曜日、祝日は除きます）�

▽
 　
�

◆拠点回収場所�

◆回収を行う資源ごみ�

スチール缶･アルミ缶�
びん�
ペットボトル�
（飲料､酒用､しょうゆ用に限ります)

▼
�

▼
�

▼
�
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六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
皆
さ
ん
に
、
市
内
の
公
衆

浴
場
の
入
浴
券
を
一
か
月
当
た

り
二
回
分
を
交
付
し
ま
す
。
申

請
書
は
、
洲
本
市
健
康
福
祉
館
・

市
役
所
本
庁
舎
（
市
民
相
談
室
）
・

由
良
支
所
に
備
え
て
い
ま
す
。
�

　
申
請
に
は
民
生
委
員
の
証
明

印
を
も
ら
い
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
へ
ご
持
参
下
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
館
内

健
康
福
祉
部
介
護
福
祉
課
高
年

福
祉
係
（
1
２
２
・
９
３
３
３

内
線
５
０
６
、
５
０
３
）
へ
。
�

�����　
前
年
度
の
減
免
申
請
内
容
に

変
更
の
あ
っ
た
人
や
、
新
規
申

請
の
人
は
来
庁
の
う
え
、
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。
�

◆
期
間
　
五
月
十
五
日
e
〜
六

　
月
二
日
b
ま
で
（
土
、
日
を

　
除
き
ま
す
）
。
�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
総
務
部
税

　
務
課
市
民
税
係
（
窓
口
一
番
）
�

◆
必
要
な
も
の
　
身
体
障
害
者

　
手
帳
な
ど
、
運
転
す
る
人
の

　
免
許
証
、
印
鑑
、
納
税
通
知

　
書
ま
た
は
口
座
振
替
通
知
書
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

税
務
課
市
民
税
係
（
1
２
２
・

３
３
２
１
内
線
２
５
８
）
へ
。
�

�　
�

�　
今
年
の
三
月
十
日
か
ら
十
二

日
に
か
け
て
洲
本
市
内
で
七
件

発
生
し
、
津
名
町
、
緑
町
、
三

原
町
、
南
淡
町
で
合
計
二
十
件

発
生
し
ま
し
た
。
�

　
そ
れ
以
降
三
月
十
八
、
十
九

日
に
も
、
五
色
町
、
津
名
町
、

一
宮
町
な
ど
で
六
十
九
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
�

　
自
動
販
売
機
を
設
置
の
皆
様

は
、
�

・
夜
間
つ
り
銭
以
外
は
回
収
す

　
る
�

・
自
動
販
売
機
の
周
辺
を
明
る

　
く
す
る
�

・
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
�

　
な
ど
の
防
犯
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。
�

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
不
審
者
を

見
た
と
き
は
�

　
一
一
〇
番
通
報
�

　
　
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

洲
本
警
察
署
・
洲
本
防
犯
協
会
�

����

入
浴
券
を
無
料
配
布
し
ま
す
�

�

自
動
販
売
機
荒
ら
し
が
�

連
続
発
生
し
て
い
ま
す
�

�

軽
自
動
車
税
の
�

新
規
の
身
体
障
害
者
等
�

減
免
の
申
請
を
�

受
付
け
ま
す
�

�

お問い合せ先　洲本ガス（株）�
TEL 22-4424　FAX 24-1410

淡路夢舞台淡路夢舞台･淡路島明石海峡公園淡路島明石海峡公園�
淡路花祭2003

淡路夢舞台･淡路島明石海峡公園�
淡路花祭2003

オランダチューリップショー�
　◆と　き　　5月5日（月・祝）まで�
　◆ところ　　プロムナードガーデン、花木林苑�
シーボルトの庭～果たせなかった夢の庭～�
　◆ と　き　　5月25日（日）まで�
　◆ ところ　　奇跡の星の植物館�
　　詳しくは、（財）淡路花博記念事業協会（10799・75・2100）へ。�
新たな花修景　春の花祭り2003�
　◆ と　き　　4月19日(土)～5月5日(月・祝）�
　◆ ところ　　淡路島明石海峡公園�
　　詳しくは、淡路島明石海峡公園（10799・72・2000）へ。�
　※その他、あわじ花さじき、淡路島公園、淡路園芸景観学校でも開催しています。�
�
�
�

こうのとりの会　会員募集中！�こうのとりの会　会員募集中！�

お
知
ら
せ�

5月25日�
まで�
�

　兵庫県が運営し、農山漁村部の男性と都市部な
どの女性の出会いと交流の場を提供する「こうの
とりの会」では、会員を募集しています。�
　５月３日（土）に、神戸三田新阪急ホテルで交
流会を開催します。�
◆対象　20歳以上の独身男女。　　
　　男性は県内の農山漁村　　　　
　　部在住の人に限ります。�
◆登録　無料�
◆会員特典　会員相互の交流を�
　　　　　　図る様々なイベン�
　　　　　　トに参加できます。�
　詳しくは、こうのとり事務局�
　の会（1078・367・2050）へ。�
�

▼
�

▼
�

洲本ガスの�ガスが替わる（天然ガスへ）�
�
ガスが替わる（天然ガスへ）�
�
ガスが替わる（天然ガスへ）�
�

ガスが替わる（天然ガスへ）�
�
ガスが替わる（天然ガスへ）�
�
ガスが替わる（天然ガスへ）�
�

5月5日～11日は、児童福祉週間です�

�

▼
�



　
兵
庫
県
で
は
、
こ
の
度
「
洲

本
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
（
洲
本
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

（
案
）
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
、
県

民
の
皆
さ
ん
に
説
明
会
・
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
五
月
十
五
日
e
、

　
午
前
九
時
半
〜
�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
県
民
局
中
会

　
議
室
�

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
県
土
整

備
部
ま
ち
づ
く
り
局
都
市
計
画

課
（
1
０
７
８
・
３
４
１
・
７

７
１
１
内
線
４
６
５
７
）
へ
。
�

���　
交
通
機
関
な
ど
の
利
用
が
困

難
で
、
交
通
手
段
を
持
た
な
い

障
害
者
に
対
し
て
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
�

◆
助
　
成
　
中
型
タ
ク
シ
ー
の

　
初
乗
運
賃
相
当
額
の
タ
ク
シ

　
ー
券
一
か
月
四
枚
�

◆
対
　
象
　
身
体
障
害
者
手
帳

　
一
・
二
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
一
級
の
交
付
を
受
け
た
人
（
た

　
だ
し
、
次
の
人
は
除
き
ま
す
。

　
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
福
祉

　
施
設
の
入
所
者
、
前
年
度
所

　
得
税
の
課
税
者
、
自
動
車
税

　
の
減
免
者
、
〈
重
度
心
身
障

　
害
者
（
児
）
と
生
計
を
同
一

　
に
す
る
人
が
自
動
車
税
の
減

　
免
を
受
け
て
い
る
場
合
を
含

　
む
〉
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
福
祉
課
福
祉
係
（
1
２

２
・
３
３
３
２
内
線
５
０
９
、

５
１
０
）
へ
。
�

��◆
試
験
日
程
　
七
月
六
日
a
�

◆
願
書
受
付
　
五
月
六
日
c
〜

　
五
月
十
三
日
c
�

◆
試
験
地
　
洲
浜
中
学
校
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
健
康
福
祉

事
務
所
食
品
衛
生
課
（
1
２
６
・

２
０
６
６
）
か
、
兵
庫
県
健
康

生
活
部
健
康
局
生
活
衛
生
課
衛

生
企
画
係
（
1
０
７
８
・
３
６

２
・
９
１
３
１
）
へ
。
 
�

�

２５２�

モモチョッキリの成虫�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��モ
モ
チ
ョ
ッ
キ
リ
�

� 
モ
モ
チ
ョ
ッ
キ
リ
は
、
オ
ト

シ
ブ
ミ
の
仲
間
で
、
バ
ラ
科
の

果
樹
の
害
虫
と
し
て
、
昔
か
ら

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
体
長

は
七
か
ら
十
 
で
、
全
体
に
赤

紫
色
の
美
し
い
光
沢
を
持
ち
、

雄
は
胸
の
下
面
に
、
短
い
突
起

が
あ
り
ま
す
。
�

　
成
虫
は
四
月
か
ら
六
月
ご
ろ

ま
で
見
ら
れ
、
モ
モ
や
ナ
シ
な

ど
の
、
若
い
果
樹
の
中
に
産
卵

し
て
、
果
樹
の
柄
を
切
り
落
と

す
習
性
が
あ
り
ま
す
。
�

　
ふ
化
し
た
幼
虫
は
、
全
体
に

白
色
の
う
じ
虫
形
で
、
果
肉
を

食
べ
て
育
ち
、
成
熟
す
る
と
土

中
に
入
っ
て
、
さ
な
ぎ
に
な
り

ま
す
。
寒
い
地
方
で
は
さ
な
ぎ

で
、
暖
か
い
地
方
で
は
成
虫
に

な
っ
て
冬
を
越
し
ま
す
。
�

　
モ
モ
チ
ョ
ッ
キ
リ
は
、
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
広
く
分
布
す

る
普
通
種
で
、
淡
路
島
で
も
各

地
で
見
ら
れ
ま
す
。
�

１7

広
告�

広
告�日本最初の�

健康体操�
●洲本教室…中央公民館（第２・第４木曜日 朝１０時）�
●安乎教室…安乎公民館（月１回 夜７時３０分）�

０７９９－２４－３３８７（山本千代子）�
０７９９－８６－０８９３（本多佐和子）�
－お問い合せ－�

じ きょう じゅつ�生徒募集�

へ�

これらの人は中学生のときに接種の機会がありましたが、�
未接種の人が多いことから、再度機会が設けられました。�

　成人の女性が受けられる場合は、接種時に妊娠していな

いことや、接種後2か月は妊娠しないよう、特にご注意下

さい。�

◆対　象　昭和54年4月2日～昭和62年10月1日生まれ

　　　　　で1度も風しんの予防接種を受けたことのない

　　　　　洲本市民�

◆期　間　9月30日（火）まで�

◆料　金　無料（指定の医療機関）�

▼
�

�

都
市
計
画
に
関
す
る
説
明
会
・
�

公
聴
会
開
催
の
お
知
ら
せ
�

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
を
�

　
　
　
　
助
成
し
ま
す
�

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
試
験
日
�

�

献
血
日
程�

◆
五
月
十
六
日
f
�

▽
午
前
九
時
半
〜
十
時
三
十
分
�

　
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
�

▽
午
前
十
一
時
〜
正
午
�

　
ホ
テ
ル
ア
レ
ッ
ク
ス
�

▽
午
後
一
時
半
〜
二
時
二
十
分
�

　
1
ア
ワ
ジ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
業
�

▽
午
後
三
時
十
分
〜
四
時
二
十

　
分
�

 
洲
本
市
役
所
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
1
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

�

ミ
�
　
リ
�

　申し込みなど詳しくは、洲本市健康福祉館内保健センター�

　（122・3337）へ。�



１８�

114

そ
ぼ
ろ
ご
は
ん�

◆ 

作
り
方
�

　 

鍋
に
ミ
ン
チ
と
Ａ
を
入
れ
、�

　
ミ
ン
チ
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら（
か

　
き
混
ぜ
な
が
ら
）
炒
り
煮
す

　
る
。�

　
き
ぬ
さ
や
は
、
ゆ
で
て
細
く

　
切
る
。�

　
炒
り
た
ま
ご
を
つ
く
る
。（
た�

　
ま
ご
を
鍋
に
割
り
ほ
ぐ
し
、Ｂ

　
を
加
え
て
、中
火
で
炒
る
〈
途

　
中
で
ぬ
れ
ぶ
き
ん
の
上
に
下�

　
ろ
し
、
底
を
冷
や
し
て
混
ぜ�

　
る
と
細
か
く
で
き
る
〉
。
箸�

　
四
か
ら
五
本
で
た
え
ず
混
ぜ
、�

　
し
っ
と
り
と
し
た
炒
り
た
ま�

　
ご
に
仕
上
げ
る
。
）�

　
あ
た
た
か
い
ご
は
ん
に
　
　

　
を
き
れ
い
に
盛
り
付
け
る
。�

◆材料（２人分）�
　　鶏ミンチ　　　　１００�
　　土しょうが　　　　  少々�
　 　しょうゆ　　　　小さじ２�
　　さとう　　　　　小さじ１�
　　酒　　　　　　小さじ１�
　　きぬさや　　　　  ５０�
　　たまご　　　　　　１個�
　　さとう　　　　　小さじ１�
　　しょうゆ　　　　　 少々�
　　しお　　　　　　  少々�
　　米　　　　　　　  １合�
�
　　　        １人分�
　 エネルギー　 ３８８�
　 塩分　　　　　１.６�
　 �
　 　栄養士　小丸　恭子�
�

ポリオ生ワクチンの接種を行います�ポリオ生ワクチンの接種を行います�

　実施時間は、いずれも午後２時～２時３０分�
　詳しくは、洲本市健康福祉館内保健センター�
　（　２２・３３３７）へ。�

△
�

▼
�

　子どもを小児マヒから守る「ポリオ生ワクチン」の接種を行い
ます。接種会場へは、予診票と母子手帳を持参してください。�
◆ 対象児�

　１回目の接種　平成１４年８月１日～１５年１月３１日生まれ�
　２回目の接種　 平成１４年２月１日～１４年７月３１日生まれ�
　その他、７歳６か月未満で２回の接種がまだの子ども�
◆ 接種予定表�

△
�

△
�

△
�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

A�

�

�

�

�

B

本町・下加茂・宇山・塩屋・�

炬口・安乎・中川原�

月　日 　  　場　　所 　　　   対 象 地 区�

�

５月２０日（火）�

健康福祉館２Ｆ�

�

�

�

�健康福祉館２Ｆ�

健康福祉館２Ｆ�

５月９日（金）�

�

５月１４日（水）�

５月１３日（火）� 由良公民館�

�

由良・上灘�

物部・栄町・小路谷・海岸通・�

山手・奥畑・桑間・上加茂・�

上内膳・下内膳・納�

�
上物部・津田・千草・新村・�

池田・池内・大野・宇原・金�

屋・前平・木戸・鮎屋�

便
利
さ
の
落
と
し
穴
！�

�

　
一
般
に「
貸
金
業
等
か
ら
金
銭

の
借
り
入
れ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
利
用

に
よ
り
発
生
し
た
借
金
が
、本
人

の
返
済
能
力
を
超
え
、さ
ら
に
借

金
返
済
の
た
め
に
借
金
を
重
ね

る
こ
と
」
を「
多
重
債
務
」
と
い
い

ま
す
。�

�

1
、ク
レ
ジ
ッ
ト
で
無
計
画
に
買

　
い
物
を
す
る
。�

2
、失
業
な
ど
に
よ
る
生
活
苦
、

　
病
気
、事
故
な
ど
の
予
期
せ

　
ぬ
出
来
事
。�

3
、友
人
、知
人
に
頼
ま
れ
、安

　
易
に
連
帯
保
証
人
に
な
り
債

　
務
を
負
う
。�

4
、厳
し
い
取
り
立
て
に
追
わ
れ
、

　
返
済
の
た
め
に
新
た
な
借
金

　
を
重
ね
る
。�

5
、悪
質
な「
紹
介
屋
」「
整
理
屋
」

　
「
買
取
屋
」の
被
害
に
遭
う
。�

��

▽
必
要
以
上
の
カ
ー
ド
は
持
た

　
な
い
。
安
易
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
や

　
ロ
ー
ン
を
利
用
し
な
い
。�

▽
借
金
は
返
済
能
力
を
考
え
、

　
最
小
限
に
し
、
借
金
が
ど
の

　
く
ら
い
あ
る
の
か
常
に
把
握

　
し
て
お
く
。�

▼
多
重
債
務
に
つ
い
て
の
相
談
は
、

消
費
者
金
融
１
１
０
番（
淡
路
県

民
局
商
工
課
内
２
６
・
２
０
８
５
）へ
。�

�

「
借
り
た
お
金
を
返
す
」
と
い

う
の
は
社
会
の
大
原
則
。
し
か

し
借
り
る
と
き
に
返
済
方
法
ま

で
考
え
て
い
ま
す
か
。�

　
今
は
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
お

金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
便
利
さ
で
無
計
画
な
利
用
を

し
て
い
る
と
、
自
分
の
返
済
能

力
を
超
え
て
し
ま
い
「
多
重
債

務
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
最
近
で
は
、
長
引
く
経

済
不
況
の
中
で
、
企
業
の
倒
産
、

リ
ス
ト
ラ
で
の
失
業
や
収
入
減

に
よ
り
、
生
活
費
を
補
う
た
め

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
や
サ
ラ
金
を
利

用
し
て
い
る
う
ち
に
、
多
額
の

借
金
を
抱
え
、
自
己
破
産
に
追

い
込
ま
れ
る
人
が
急
増
し
て
い

ま
す
。�

平
成
十
三
年
の
自
己
破
産
申
立

件
数
は
十
六
万
件
を
超
え
て
い

ま
す
。
現
在
返
済
困
難
に
陥
っ

て
い
る
「
多
重
債
務
」
の
数
は

百
万
人
と
も
二
百
万
人
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
多
重
債
務
者

の
多
く
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ

ラ
金
業
者
の
過
酷
な
取
り
立
て

を
恐
れ
て
、
借
金
の
た
め
に
借

金
を
繰
り
返
す
と
い
う
「
自
転

車
操
業
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
、
自
殺
や
、
夜
逃
げ
を
す

る
「
多
重
債
務
者
」
が
後
を
絶

た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
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その1

水�

日�
洲本市スポーツセンター�
洲本市スポーツセンター�

p.m．6：00～7：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

（しとうりゅう）�

「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

（不定期）�

カロ�
リー�



お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市 民 セ ン タ ー で �

4月17日（木）�

4月25日（金）�

5月   1日（木）�

5月   8日（木）�

5月15日（木）�

5月23日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

�

Ｈ１４年６月生�

�

�

�

�

�

Ｈ１２年２月生�

�

�

�

Ｈ１３年９月生�

�

�

�

Ｈ１３年１０月生�

Ｈ１４年１２月生�

�

�

�

Ｈ１５年１月生�

�

成人健康相談  ５月１２日（月）、�
　午後１時３０分～３時�

ママメイト（対象・妊婦）�
　いのちって何だ  毎月第１～第４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気 ４月２３日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　６月１７日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き  ５月１３日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん ６月３日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ  ５月７日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室  �
　はじめての離乳食（対象・４か月～６
　か月児）５月７日（水）、午後１時～３時�
　マイステップ（対象・７か月～１歳児）�
　５月１４日（水）、午前１０時～１１時�
　３０分�
７か月児相談  ４月２３日（水）、�
　受付・午前９時４５分～１０時、対
　象者（Ｈ１４．９月生まれ）には案内、�
　問診票などを送付します。�
２歳児健康相談  ４月２４日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、対�
　象者（Ｈ１３．４月生まれ）に�
　は案内、問診表などを送付します。�
乳幼児相談  ５月１６日（金）、�
　午前９時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談 毎月第１～第４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第�
　２・４月曜日）�
�

栄養表示基準制度相談  毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時から正午（予�
　約が必要）�
栄養専門相談  毎月１・３月曜日午後１時�
　～５時（予約が必要）�
胃がん検診  ５月 ７日（水）、午前９時
　（申込・市 保健センターへ）�
２時間人間ドック  火、水、木曜日�
　で健康福祉事務所が指定する日、�
　午前９時～（料金１５，２８０円、申込・�
　洲本健康福祉事務所へ）洲本市民で国民健�
　康保険に加入し３０歳以上の人に�
　８，０００円、社会保険などの加�
　入者で４０歳以上の人に５，００�
　０円の助成があります。（ただし�
　１年度１回限り）�

成人健康相談  毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分�
　（成人病相談など・予約が必要）�
心の相談  毎月第２火曜日、奇数月第３�
  火曜日、予約制・午後１時３０分～      
　（精神病、痴呆、アルコールその他
　心の  相談など。）�

　４月、５月の乳幼児健康診査を次の�
とおり行います。対象者には問診票�
などを送付しますので、母子手帳を�
持参し受診してください。�

法律相談　　弁護士による相談。５月�
　７日（水）、５月２１日（水）（受付・
　市役所人権推進課市民相談係で電話�
　による予約受付けをしています  �
　　２２・３３２１内線３４５・３ �
　４６）総合福祉会館で。�
行政相談　５月１４日（水）、午後�
　１時１５分～（受付・午後１時�
　３０分まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談　毎月第３金曜日、午�
　前１０時～午後３時、市民会館で。�
　心配ごと相談  毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜、祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています。（  ２６・００２２）�
人権相談　毎週水曜日午前９時～午後�

　
四
月
一
日
か
ら
市
役
所

庁
舎
が
、
ほ
ぼ
全
面
禁
煙

と
な
り
ま
し
た
。
喫
煙
場

所
は
、
室
外
や
廊
下
の
隅

っ
こ
だ
け
と
な
り
、
喫
煙

者
は
肩
身
の
狭
い
思
い
で

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
ま
す

◆
私
自
身
は
、
た
ば
こ
を

や
め
て
か
ら
も
う
二
十
年

近
く
に
な
り
ま
す
。
も
う

隣
で
吸
わ
れ
て
も
煙
た
い

と
思
う
だ
け
で
す
が
、
そ

れ
で
も
一
人
に
な
っ
た
時

な
ど
、
ふ
と
吸
い
た
く
な

る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ほ
ど
た
ば
こ
の
魔
力
が
す

ご
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と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
を
契
機
に
た

ば
こ
を
や
め
よ
う
と
す
る

人
が
多
く
い
ま
す
。
禁
煙

を
決
意
し
た
人
、
が
ん
ば

っ
て
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だ
さ
い
◆
こ
こ
数

年
で
は
、
大
き
な
人
事
異

動
が
市
役
所
で
あ
り
ま
し

た
。
私
は
そ
の
荒
波
に
も

飲
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
広

報
担
当
十
年
目
の
春
を
今

、
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
不
幸
と
な
り
ま
せ

ぬ
よ
う
、
“一
念
発
起
”
、�

紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

含
め
ま
し
て
、
内
容
の
充

実
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。�
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（　２２・３３３７）�

　この４月から祝日も開館となり、ます�
ます利用しやすくなった図書館。一人
でも多くの方のお越しを、職員一同心
よりお待ちしております。�

《新着本紹介》�
『鉄腕アトムは電気羊の夢を見るか』�

布施英利／著 晶文社�
『なんでもひける世界地図』�

正井泰夫／監修 成美堂出版�
『新･ハネケンの音楽は愉快だ』�

羽田健太郎／著 プレジデント社�
『僕の生きる道』�

橋部敦子／著 角川書店�
�

《行事のお知らせ》�
「いっしょにおはなしかい」�

（０～３歳児対象）�
５月７日（水）午前１１時から�

「おはなし会」　　（３～６歳児対象）�
５月１０日（土）午後２時から�

「もっとおはなし会」　（小学生対象）�
５月１０日（土）午後２時３０分から�

「おりがみ教室」�
５月３日（土）午後２時から�

「つくってあそぼう！」�
５月１８日（日）午後１時３０分から�
※「おりがみ教室」「つくってあそぼう！」�

は定員４０名。参加申込みは前日まで。�

ギャラリー�
フォトグラフ２１写真展�
４月２５日（金）～２９日（火）�
午前１０時～午後６時、 ただし２５日
は午後１時～ 、２９日は午後５時まで�
南岳光雲展�
５月１日（木）～５日（月）�

（　２２・３３３７）�

（　２２・３３２２）�

（　２２・０７１２）�

由 良 公 民 館 で �
（　２７・２１６７）�

洲本健康福祉事務所で�
（　２２・３５４１）�

（　２２・３３３７）�

フリー�
ダイヤル�

　４時、神戸地方法務局洲本支局人権�
　相談室（　２２・０４９７）で。�
家庭児童相談  ０～１８歳までの子供�
　の相談。毎週月・火・木、午前８時�
　３０分～午後５時１５分、洲本市健�
　康福祉館（　２２・３３３２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター�
　（　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務�
　所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　　０１２０・３６・７８３０で。）�
�

�

�
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